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　１－１　標準施工法の目的
　 設計施工資料集（本書）に基づくモエン標準施工法には、次の目的があります。

　 　①モエンの性能を末永く維持させる。

　 　②外壁に求められる機能を発揮させる。

　 　③住宅性能表示などによる諸性能の達成。

　 　④品質保証の必要条件。

　 　⑤警告・注意・禁止事項の周知。

１　モエン標準施工法

注　　意

　 ※モエン標準施工法は、建築関連法規に適合する建築物の外壁に、モエンを施工する場合に適用されますが、

　 　 特定の住宅会社様などと別途定めた施工仕様（施工マニュアルなど）につきましては、ここに定める限りで

　 　 はありません。

　 ※国土交通大臣認定の防耐火構造とする場合は、該当する認定書（別添を含む）の内容をご確認ください。

　１－２　モエンの使用範囲
　 ●モエンは、建物に想定される風圧力よりモエンの許容耐風圧力が上回る仕様で施工します。

　 ●モエン大壁工法・外張り断熱工法・リフォーム工法については別途定めております。

　 ●店舗や事務所などの非住宅物件や大規模物件については別冊の「Commercial Wall」に定めております。

　 　 最寄りの弊社営業所またはお客さま相談室までお問い合わせください。

警　　告　
　 禁 止

構造

耐風条件

 木造（軸組、枠組、CLT）、鉄骨造の新築

※モエンSは高さ１６m以下。

※建物の階数や構造によって、必要な防耐火性能が異なります。必要な防耐火性能をご確認ください。

※縦張り通気金具施工は建物高さ１３m以下。

　１－３　標準施工法の条件

耐火構造について

●木造で１時間耐火構造が求められる場合は、タイガーモエンＥＸ－Ｂ１・ＥＸ－Ｂ２（建設省告示1399号に

　 定める例示仕様）をご検討ください。

●鉄骨造で１時間耐火構造が求められる場合は、プラスター・モエン外壁耐火構造、センチュリー・モエン

　 外壁耐火構造またはダイケン-ニチハ耐火ウォールＣをご検討ください。詳細は別冊の「Commercial Wall」

   をご参照ください。

　 モエン標準施工法は次の条件を遵守してください。

　 ●モエンは、胴縁材または専用留付金具を使用する外壁通気構法で施工してください。

　 ●モエンならびに防水紙・防水テープによる二重防水構造としてください。

　 ●モエンを施工する建築物の構造および施工下地については、P１５をご参照ください。

　 ●P９～１２に定める設計施工上の禁止事項を遵守してください。

　 ●各部基本納まり例については、P４７～８３をご参照ください。

　 ●モエン標準施工法は原則としてニチハ純正部材を使用してください。

　 ※下記の部材は現場調達が可能です。

　 　 ①モエンの縦張り施工時の中間水切の代用とする水切

　 　 ②軒天見切縁（小屋裏へ通気する場合に使用する見切縁）　 　

　　　③入隅部で使用する入隅５０の代用とする捨て板金

   ※上記①～③につきましては、下記寸法条件を満たす部材としてください。

　

＜②軒天見切縁＞

＜③入隅＞

＜①中間水切＞
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　１－４　モエンの耐風圧性能
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   ■高さが１６m以下の場合（当社試験結果より許容風圧力を設定）
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※１　日本窯業外装材協会（NYG）試験結果による。　※２　金具は専用ビスで留め付け、エクセラード１６㎜厚品以上が対象。

※１　胴縁はツガ１８㎜厚を使用。　※２　金具は専用ビスで留め付け、エクセラード１６㎜厚品以上が対象。

※３　下地ピッチ＠500㎜、＠303㎜の試験結果より計算で求めた値｡　

●　試験体仕様：試験体サイズ　２４７０×２４７０㎜、金具留付材　専用ビス
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＜モエンの耐風圧設計＞

モエンの風圧力に対する安全性については、平成12年建設省告示第1458号および第1454号※に基づいて算定

した風圧力を基準としています。
　　 ※　告示第1458号（屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件）　

　　　　　　 告示第1454号（Eの数値を算出する方法並びにV0及び風力係数の数値を定める件）

風圧力（正圧）と異なり風圧力（負圧）は、施工部位の高さではなく建物高さにより下層から上層まで一定の風圧

力となるため、同一建物内では施工部位の高さで施工仕様を変えることはできません。

また、告示第1458号の適用除外部分（①建物高さ１３ｍ以下の建物　②高さ１３m以下の部分で、高さ１３mを超

える部分の構造耐力上の影響を受けない部分　③１階部分又はこれに類する階の部分）についても、非構造部

材である外装材の脱落等による危険度を考慮して、告示第1458号の適用が望ましいと考えています。

なお、建物形状や環境等による想定風圧力に関しては建築設計者の判断となりますので、設計者の指示により

下記のモエン許容耐風圧性能での運用をしてください。

＜モエンの許容耐風圧性能＞

モエンの許容風圧力は、建物高さ１６m以下、１６m超えで基準が異なります。金具施工はモエン１６㎜厚品以上

が対象です。

　●留付金具ＥＸ・通気留付金具ＥＸは、建物高さ１６ｍ以下に使用します。

　●留付金具ＳＰ・通気留付金具ＳＰは、建物高さ３０ｍ以下に使用します。

　●ロング金具Ⅱ・通気ロング金具Ⅱは、建物高さ４５ｍ以下に使用します。




